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岐阜県知事　古田　肇様
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くらし　しぜん　いのち　岐阜県民ネットワーク

代表　寺町　知正

滋賀県余呉町長の高レベル放射性廃棄物処分場応募検討に関する要望書　
　岐阜県揖斐川町に隣接する滋賀県余呉町の畑野佐久郎町長が2006年10月議会で高レベル放射性廃棄物処分場に応募することを再検討していると表明し、2006年10月20日以降、住民説明会を13ヶ所で行い、11月21日に一応終了しました。

古田知事は2006年10月5日の岐阜県議会で、畑野町長の応募検討に懸念を表明され、「他県の自治体が誘致を検討する場合でも、周辺地域を含めた住民の安全・安心を第一に考えて慎重に検討していただきたい」旨答弁され（中日新聞、朝日新聞、毎日新聞ほか）、この考えを滋賀県や余呉町に伝えると答弁されました。

　岐阜県民の安全と安心を判断の根拠とされる知事の姿勢を私たちは高く評価しています。

　畑野町長は住民や議会の意見を聞いて応募するかどうかを判断するとしながら、説明会の会場やマスコミ取材に対して財政の逼迫を高レベル放射性廃棄物処分場に関わる交付金で立て直すため概要調査までは受け入れたいと等々の発言をしています（朝日新聞、毎日放送、毎日新聞ほか）。
これらのことから、各方面の人が、この12月議会に応募提案が出される可能性が高く、重大な局面にあると予測しています。

　余呉町長及び余呉町議会が重大な判断を下す前に、古田知事の懸念を滋賀県や余呉町に直接伝えてくださるよう強く要望します。伝えていただくおよその時期をお聞かせ下さい。

　なお、私たちは隣接県の住民として、余呉町12月議会に応募しないことを求める請願を提出すべく準備を進め、署名活動も行っています。
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